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「
阿
多
多
羅
山
の
山
の
上
に
毎
日
出
て
い

る
青
い
空
が
、
智
恵
子
の
ほ
ん
と
の

空
だ
と
い
ふ
」

詩
人
・
彫
刻
家
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
高

村
光
太
郎
の
詩
に
も
登
場
し
、
古
く
は
万
葉

集
等
に
も
詠
ま
れ
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る

安
達
太
良
山
は
、
福
島
県
の
中
部
に
位
置
す

る
火
山
群
。
山
頂
部
に
は
、
直
径
１
・
２
㎞
、

深
さ
１
５
０
ｍ
の
沼
ノ
平
火
口
が
あ
る
。

箕み
の
わ
や
ま

輪
山
（
１
７
２
８
ｍ
）、鉄て
つ
ざ
ん山

（
１
７
１
０

ｍ
）、
本
峰
の
安
達
太
良
山
（
１
７
０
０
ｍ
）

等
の
山
々
が
東
西
９
㎞
、
南
北
14
㎞
に
渡
り

分
布
し
、
有
史
以
降
は
、
１
９
０
０
年
に
大

規
模
な
水
蒸
気
爆
発
が
起
き
て
い
る
。

１
８
９
９
年
の
初
頭
頃
か
ら
活
動
が
活
発

化
し
、
１
９
０
０
年
７
月
の
噴
火
で
沼
ノ
平

火
口
内
に
長
径
３
０
０
ｍ
、
短
径
１
５
０
ｍ

の
火
口
が
形
成
さ
れ
、
熱
灰
や
石
が
噴
出
。

降
灰
に
加
え
て
疾
風
も
発
生
し
た
。
こ
の
噴

火
に
よ
り
、
火
口
に
あ
っ
た
硫
黄
精
錬
所
が

壊
滅
し
、
同
精
錬
所
作
業
員
に
死
者
72
名
、

負
傷
者
10
名
の
被
害
が
生
じ
て
い
る
。

１
９
９
７
年
に
は
、
同
じ
く
沼
ノ
平
火
口

付
近
で
登
山
者
４
名
が
火
山
性
ガ
ス
で
亡
く

な
る
事
故
が
発
生
し
、
現
在
登
山
道
の
一
部

が
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。

ほんとの空、歌に詠まれた故郷の山

安達太良山の沼ノ平火口

安達太良山
活動的火山及び潜在的爆発活力を有する火山に指定されている。平成 21 年 3月 31 日に噴火予報（噴火警戒レベル 1、平常）を発表。
その後、予報警報事項に変更はない（5月 10 日現在）。

安達太良山
あだたらやま

Vol. 22

福島県
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わたしの家では、地しんのときに
どうしたらよいかを話し合っていま
す。家にいるとき、お出かけをして
いるとき、学校やお仕事で家族がバラバラ
のとき……いろいろな「その時」のことを考えて話し合って
います。どの道を通ればよいか、にげるときに気をつけるの
はどんなことか、持ち物や待ち合わせる場所はどうするかを
考えたり、ひじょう食やお水の用意をしたりもしています。
このポスターは、そんな日ごろのそなえをしっかりしよう
という気持ちをこめてかきました。わたしとお父さんとお母
さんが、ラジオやリュックサックなどの日ごろのそなえをい
かしたひなんをしているところです。大きな地しんやつ波が
くるのはいやだけれど、「その時」はいつやって来るかわかり
ません。だから、日ごろのそなえをすることの大切さを、こ
のポスターを通してつたえたいと思いました。
さい後に、東北のお友だちやたくさんの人たちに、早くあ
たたかい春が来ますように。

幼児・小学１～４年生の部 
徳島県　アトリエ遠渡「高木教室」　３年 

三浦　友里江（みうら　ゆりえ）さん

第 27 回
防災ポスターコンクール
防災推進協議会会長賞

受賞者の声

  2    日本の火山　Vol. 22 

安達太良山（福島県）

  4 	 	特集	

風水害から身を守る
  8  Disaster Management News——防災の動き 

・中央防災会議 
   防災対策推進検討会議　中間報告 

・地方都市等における地震防災の 
   あり方に関する専門調査会報告 
・首都直下地震帰宅困難者等対策 
   協議会中間報告 

・南海トラフの巨大地震モデル検討会 
・災害時の避難に関する専門調査会 
   報告

15  Disaster Report——災害報告 

・突風等による被害状況等について

16  Active Human List 10 

伊達みきおさん・富澤たけしさん 
［お笑いコンビ　サンドウイッチマン］

18  過去の災害に学ぶ　特別編 

2011 年 3 月　東日本大震災 
千年震災の津波対策 
建築研究所　特別客員研究員 

都司 嘉宣

20  防災 Q & A 

自宅の防災対策を効果的に実施する 
良い方法はありますか？ 
危機管理教育研究所　危機管理アドバイザー 

国崎 信江 

一日前プロジェクト　第 22 回

21  やってみよう！ 防災対策　第 1 回 

あなたのお部屋は安全ですか？ 
～お部屋の総点検で「安全空間」を

22  防災リーダーと地域の輪　第 11 回 

商業高校だからできる防災教育 
愛知県半田市「愛知県立半田商業高等学校」

平成 24 年夏号　(No. 67)CONTENTS



ぼ う さ い      夏号  ( 第67 号 )

近
年
、
世
界
的
に
大
規
模
水
害

が
多
発
し
、
ま
た
、
地
球
温

暖
化
の
進
行
に
伴
う
大
雨
の

頻
度
の
増
加
や
海
面
水
位
の
上
昇
な
ど

懸
念
さ
れ
る
予
測
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
一
日
の
降
水
量
２
０
０

㎜
以
上
あ
る
い
は
、
１
時
間
降
水
量
が

50
㎜
を
超
す
よ
う
な
大
雨
の
発
生
頻
度

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
傘
は
全
く

役
に
立
た
ず
、
水
し
ぶ
き
で
あ
た
り
が

見
え
な
く
な
る
ほ
ど
で
す
。
こ
の
よ
う

な
豪
雨
が
、
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
断
続
的
に
１
時
間
に
80
㎜

を
超
え
る
猛
烈
な
雨
が
降
っ
た
「
平
成

23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
や
、
和

歌
山
県
、
奈
良
県
及
び
三
重
県
で
河
川

の
は
ん
濫
や
土
砂
災
害
、
土
砂
崩
れ
に

よ
る
河
道
閉
塞
が
20
箇
所
あ
ま
り
発
生

し
た
「
平
成
23
年
台
風
第
12
号
」
な
ど
、

死
者
、
行
方
不
明
者
を
伴
う
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
す
大
雨
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。集

中
豪
雨
と
は

集
中
豪
雨
は
、
積
乱
雲
（
雷
雲
、
入

道
雲
と
も
い
わ
れ
る
）
が
同
じ
場
所
で

次
々
と
発
生
・
発
達
を
繰
り
返
す
こ

と
に
よ
り
起
き
る
も
の
で
す
。
狭
い
範

囲
に
数
時
間
に
わ
た
っ
て
強
く
降
り
、

１
０
０
㎜
か
ら
数
百
㎜
の
雨
量
を
も
た

ら
し
ま
す
。
非
常
に
激
し
い
雨
が
、
何

時
間
も
同
じ
場
所
に
降
り
続
け
ば
、
重

大
な
土
砂
災
害
や
洪
水
等
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
と
き
に

発
生
す
る
の
？

◆ 

日
本
付
近
に
前
線
が
停
滞
し
て
い

る
と
き
（
特
に
梅
雨
期
の
終
わ
り

頃
）

◆ 

台
風
が
日
本
へ
接
近
し
て
い
る
時

や
上
陸
し
た
と
き

◆ 

大
気
の
不
安
定
な
状
態
が
続
き
、

次
々
と
積
乱
雲
が
発
生
す
る
と
き

4

特集

風水害から身を守る

大雨や台風、低気圧や前線、そして竜巻などの
突風による風水害は、日本のどこでも発生する可
能性のある災害ですが、防災気象情報の入手など、
早めの対策を講じることで被害を軽減することが
可能です。
そのために、「今できることを準備」し、「いざ
という時にやるべきことをイメージ」しておくこ
とが大切です。

積乱雲の下で降る豪雨
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ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
る
の
？

◆ 

河
川
が
急
に
増
水
、
は
ん
濫

◆ 

家
屋
は
浸
水
し
、
道
路
が
冠
水

◆ 
土
砂
崩
れ
や
が
け
崩
れ
が
発
生

◆ 
地
下
街
や
地
下
室
へ
水
が
流
れ
込
む

身
を
守
る
た
め
に

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
日
頃
か
ら
の
備
え
を
し
っ
か
り

し
て
、
情
報
に
耳
を
傾
け
、
早
め
の
避

難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
の
備
え

● 

避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確
認

● 

非
常
持
ち
出
し
品
の
点
検

● 

過
去
に
起
き
た
水
害
や
土
砂
災
害

被
害
の
有
無
を
確
認

　
日
ご
ろ
の
備
え
は
、
危
険
性
の
分
析

や
避
難
等
、
い
ざ
と
い
う
時
の
判
断
や

行
動
に
活
き
て
く
る
重
要
な
防
災
対
策

で
す
。
避
難
に
関
す
る
情
報
が
出
て
か

ら
で
は
、
非
常
持
ち
出
し
品
を
詰
め
て

い
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

風
水
害
は
、
地
形
に
よ
る
影
響
を
大

き
く
受
け
る
災
害
で
す
か
ら
、
住
ん
で

い
る
地
域
で
過
去
に
水
害
や
土
砂
災
害

の
被
害
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

危
険
地
域
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
有

効
で
す
。
た
だ
し
、
過
去
に
経
験
の
無

い
災
害
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

危
険
箇
所
や
避
難
場
所
は
、
市
町
村

が
出
し
て
い
る
洪
水
や
土
砂
災
害
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
確
認
で
き
ま
す
。

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

（
国
土
交
通
省
）
で
は
、
全
国
の
様
々
な

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。

防
災
気
象
情
報
で
早
め
の
対
策

● 

最
新
の
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

● 

大
雨
警
報
や
洪
水
警
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
避
難
準
備

自
分
で
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ
う

に
、
防
災
気
象
情
報
は
自
ら
積
極
的
に

収
集
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

警
報
、
注
意
報
等
の
防
災
気
象
情
報

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
速
報
や
市
町
村

の
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ
る
他
、
天
気

予
報
サ
ー
ビ
ス
１
７
７
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
気
象
庁
等
）
や
携
帯
端
末
用
サ
イ

ト
（
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン

タ
ー
等
）
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
等
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

「
降
水
」
や
「
竜
巻
」
の
気
象
情
報
に

つ
い
て
は
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
「
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」
で
、
現
在

の
状
況
か
ら
１
時
間
先
ま
で
、
５
分
ま

た
は
10
分
ご
と
の
予
測
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
外
出
や
屋
外
で
の
作
業
時

な
ど
、
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
（
次
頁
図
）
で

最
新
の
状
況
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
は
状
況
に
即
し
て
判
断
・

行
動● 

危
険
が
迫
る
前
に
早
め
に
避
難

● 

浸
水
の
中
の
避
難
は
非
常
に
危
険

● 

大
雨
、
強
風
、
水
深
が
ひ
ざ
上
ま
で

あ
る
な
ど
、
無
理
に
避
難
す
る
よ
り

も
、
２
階
な
ど
高
い
と
こ
ろ
に
と
ど

ま
る
方
が
安
全
な
場
合
も
あ
る
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1 時間降水量 50mm以上の年間発生回数
年
間
発
生
回
数
（
10
00
地
点
あ
た
り
）

1976～1986 平均

168回

222

170

147

225

157
140

230

186

110

157

103

188

251

190

295

156

112

256

132

159

95

178

331

275

245

207

174
182

360

196

243

194

254

169

209

1987～1998 平均

195回
1999～2010 平均

226回

やや強い雨
10 〜 20mm/ 時間

ザーザーと降る。地面一面に水
たまりができる

強い雨
20 〜 30mm/ 時間

傘をさしていてもぬれる。側溝
や下水、小さな川があふれる

激しい雨
30 〜 50mm/ 時間

バケツをひっくり返したように
降る。道路が川のようになる

非常に激しい雨
50 〜 80mm/ 時間

傘は全く役に立たなくなる。車
の運転は危険。都市部では地下
室や地下街に雨水が流れ込む場
合がある

猛烈な雨
80mm 以上 / 時間

大規模な災害の発生するおそれ
が強く、厳重な警戒が必要

やや強い風
平均風速（毎秒）
10 〜 15m

風に向かって歩きにくくなる。傘がさ
せない

強い風
平均風速（毎秒）
15 〜 20m

風に向かって歩けない。高速道路での
運転が困難

非常に強い風
平均風速（毎秒）
20 〜 25m

しっかりと身体を確保しないと転倒す
る。車の運転は危険

非常に強い風
平均風速（毎秒）
25 〜 30m

立っていられない。屋外の行動は危険。
木が倒れたり、ブロック塀が壊れる

猛烈な風
平均風速（毎秒）
30m 以上

屋根が飛ばされたり、木造住宅の全壊
が起こり始める

雨の強さと降り方 風の強さと吹き方

国
土
交
通
省
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

h
ttp

://d
isa

p
o

ta
l.g

si.g
o

.jp
/

（出典　気象庁）
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避
難
勧
告
、
避
難
指
示
等
の
避
難
に

関
す
る
情
報
は
、
市
町
村
か
ら
発
表
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
そ
の
情
報

が
手
元
に
届
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

発
表
さ
れ
る
大
雨
情
報
、
水
位
情
報
だ

け
で
は
な
く
、
周
辺
の
状
況
に
も
注
意

し
て
、
自
主
的
な
早
め
の
避
難
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
ず
浸
水
の
中
を
避
難
す
る

場
合
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

必
ず
靴
を
履
き
（
サ
ン
ダ
ル
、

長
靴
は
避
け
る
）、
長
い
棒
で

水
の
中
の
側
溝
や
蓋
の
あ
い

た
マ
ン
ホ
ー
ル
の
穴
、
障
害

物
な
ど
を
確
認
し
て
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
宅
等
の
建
物
の

上
階
へ
の
移
動
や
そ
の
場
に

留
ま
る
よ
う
な
行
動
も
有
効

で
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ

た
適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

土
砂
災
害
に
注
意

集
中
豪
雨
や
長
雨
で
地
盤

が
ゆ
る
む
と
、
土
砂
災
害
（
土

石
流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
）
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
や
、
大
雨

の
際
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
土
砂
災
害
警
戒
情

報
と
は
、
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が

高
ま
っ
た
際
、
都
道
府
県
と
気
象
庁
が

共
同
で
発
表
す
る
防
災
情
報
で
す
。
市

町
村
に
よ
る
避
難
勧
告
等
発
令
や
住
民

の
自
主
避
難
開
始
の
判
断
の
参
考
と
な

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
土
砂
災
害
の
前

触
れ
（
前
兆
現
象
）
の
よ
う
な
異
変
を

感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
周
囲
の
人
や
自
治

体
な
ど
に
知
ら
せ
、
安
全
な
場
所
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

土
石
流
の
前
兆
現
象
等

◆ 

川
の
流
れ
が
に
ご
り
、
流
木
が
混

じ
り
は
じ
め
る
等

◆ 

雨
は
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川

の
水
位
が
下
る
等

◆ 

山
鳴
り
が
す
る
等

地
す
べ
り
の
前
兆
現
象
等

◆ 

沢
や
井
戸
の
水
が
に
ご
る
等

◆ 

地
割
れ
が
で
き
る
等

◆ 

斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す
等

が
け
崩
れ
の
前
兆
現
象
等

◆ 

が
け
か
ら
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
と
落

ち
て
く
る
等

◆ 

が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い
る
等

◆ 

が
け
に
割
れ
目
が
見
え
る
等

都
市
型
水
害
に
注
意

近
年
、
都
市
型
水
害
と
呼
ば
れ
る
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
舗
装
が
普
及
し

た
都
市
部
で
は
、
雨
水
が
地
中
に
し
み

込
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
影
響

し
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
河
川
や
下
水

の
排
水
処
理
能
力
を
超
え
た
雨
水
は
低

い
場
所
に
集
ま
り
、
短
時
間
の
う
ち
に

浸
水
し
ま
す
。
特
に
地
下
街
や
地
下
室
、

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
等
は
、
雨
水
の
流
入
で

水
没
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

近
く
に
川
が
な
く
て
も
「
水
害
」
へ
の

注
意
が
必
要
で
す
。
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平成 21 年 7月中国・九州北部豪雨による土砂災害（山口県防府市）

豪雨で冠水した都市部の道路

竜巻による漏斗状の雲

ナウキャストで、最新の気象状況を確認
現在の状況から１時間先まで、５分または 10 分ごとの予測を見ることができます

（出典　気象庁）

気象庁「ナウキャスト」
http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/

国土交通省防災情報提供センター（携帯端末用）
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/
i-index.html
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局地的大雨
平成 20 年７月、神戸市灘区の都賀川が急に増水し、親水

公園で遊んでいた方々が流された事故や、同年 8 月、東京
都豊島区雑司ヶ谷の下水道管内の水位が急に上昇し、作業
員の方々が流されるなど痛ましい死亡事故が発生していま
す。いずれも、局地的な大雨が関係していると見られてい
ます。

局地的大雨とは、発達した単独の積乱雲により、狭い範
囲に短時間で降る大雨です。注意報や警報が発表される気
象状態でなくても、急に降った強い雨が低い場所へ一気に
流れ込み、十数分で甚大な被害が発生することがあります。
前述の都賀川の事故では 10 分間に水位が 134㎝も上昇しま
した。水辺（川や親水公園等）や地下施設（地下街、下水
道管内、地下ガレージ等）では、注意が必要です。

局地的大雨による被害は、 
十数分で発生することがある！
◆ 川の急な増水で中州に取り残される 
◆ 地下街や地下鉄の駅に雨水が流れ込む 
◆ アンダーパス冠水 
◆ マンホールへ転落 
◆ 地下室に閉じこめられる

※アンダーパス：鉄道などと立体交差して掘り下げ式になっている
下の道路

竜巻
竜 巻 は、 車 が 持

ち上げられて飛ばさ
れる程の強風（風速
70m/s 以上）となる
こともあり、猛スピー
ド で 物 が 飛 ば さ れ、
窓ガラスは割れ、建
築物が破壊されます。
全国どこでも、季節
を問わず台風、寒冷
前線、低気圧等に伴っ
て竜巻は発生してい
ます。日本国内では
年平均で約 25 個（2007 〜 2010 年気象庁統計）、台風シー
ズンの 9 月には最も多くの竜巻の発生が確認されています。

竜巻が接近した際によく現れる特徴
◆ 空が急に暗くなる
◆ 大粒の雹

ひょう

が降る
◆ 雲の底から地上にのびる、漏

ろ う と

斗状の雲が目撃される
◆ 飛散物が筒状に舞い上がる
◆ ゴーというジェット機のような轟音がする
◆ 気圧の変化で耳に異常を感じる

竜巻が接近した際によく現れる特徴をみつけたら、すぐ
に身を守る行動をとりましょう。

竜巻から身を守る行動

頑丈な建物の中に避難
● 避難するときは、屋根瓦等の飛来物に注意
● 無い場合は、近くの水路やくぼみに身をふせ、両腕で頭

と首を守る
（×車庫、物置、プレハブ等仮設建築物への避難は危険）

屋内でも窓や壁から離れる
● 家の中心部や窓のない部屋に移動
● 窓、雨戸を閉め、カーテンも閉める
● 頑丈な机の下に入り、両腕で頭と首を守る

天気の急変による災害
急速に発達した積乱雲によって、局地的大雨や雷、竜巻などの突風が起こることがあります。
このような天気の急変によって起こる災害から身を守るためには、気象情報の活用とあわせて、空や川の
変化にも注意し、危険を感じたらすぐに避難や安全確保することが必要です。
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平成 21 年台風第 9号で浸水したアンダーパス（兵庫県佐用町）

竜巻による漏斗状の雲
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未
曾
有
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
政
府
の
対
応
を
検
証

し
、同
大
震
災
の
教
訓
の
総
括
を
行
う
と
と
も
に
、

首
都
直
下
地
震
や
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
（
い

わ
ゆ
る
「
三
連
動
地
震
」）
等
の
大
規
模
災
害
や

頻
発
す
る
豪
雨
災
害
に
備
え
、防
災
対
策
の
充
実
・

強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年
10
月
に
中
央
防
災

会
議
に
専
門
調
査
会
と
し
て
「
防
災
対
策
推
進
検

討
会
議
」（
座
長
・
内
閣
官
房
長
官
）
を
設
置
し
、

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
３
月
７

日
に
中
間
報
告
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
以
下
そ

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、全
文
は
左
記
サ
イ
ト
を
ご
参
照
下
さ
い
。

http://w
w
w
.bousai.go.jp/chubou/suishin�

kaigi/chukan_hontai.pdf

第
１
章

日
本
の
持
続
的
な
発
展
に

不
可
欠
な
防
災
対
策

我
が
国
は
災
害
を
受
け
や
す
い
条
件
下
に
あ

り
、
持
続
的
な
発
展
に
は
防
災
対
策
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
整
理
し
た
。

◯�

日
本
は
世
界
的
に
も
地
震
・
火
山
・
水
害
等
の

災
害
を
受
け
や
す
い
国
。

◯�

近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
や
、
首

都
直
下
地
震
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

◯�

東
日
本
大
震
災
で
は
、
複
合
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
。政
府
の
体
制
や
指
揮
命
令
系
統
の
検
討
や
、

優
先
順
位
の
明
確
化
、
担
当
主
体
の
決
定
等
の

調
整
が
必
要
。

◯�

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
日
本
列
島
の
応
力
状

態
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
、
他
の
大
規
模
地
震

や
火
山
噴
火
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
な

ど
、
日
本
列
島
は
３
・
11
以
降
大
き
く
変
化
。

◯�

国
力
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、
大
規
模

な
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
我
が
国
の
経
済
社

会
は
立
ち
直
り
の
き
か
な
い
ほ
ど
の
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
お
そ
れ
。

◯�

日
本
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
、
災
害
の
発
生

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
す
る
「
減
災
」
を
進

め
、
早
期
回
復
を
図
る
こ
と
が
防
災
対
策
の
使

命
。

第
２
章

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
も
の

～
貴
重
な
教
訓
や
課
題
～

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
対
応
の
教
訓
や
課
題

を
、
災
害
応
急
対
策
、
生
活
再
建
や
復
旧
復
興
、

災
害
予
防
の
観
点
か
ら
検
証
し
、
以
下
の
７
項
目

に
と
り
ま
と
め
た
。

◯�

災
害
を
完
璧
に
予
想
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て

も
、
災
害
へ
の
対
応
に
想
定
外
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
楽
観
的
な
想
定
で
は
な
く
、
悲
観
的

な
想
定
を
行
う
べ
き
。

◯�

発
災
直
後
に
十
分
な
情
報
を
得
て
対
策
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
。不
十
分
な
情
報
を
も
と
に
対

策
を
行
う
た
め
の
備
え
、訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

◯�

災
害
対
策
に
当
た
っ
て
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
様
々
な
対
策
に
よ
り
被
害
を
最
小
化
す
る

「
減
災
」
に
向
け
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
地
域
、

市
民
、
企
業
レ
ベ
ル
の
取
組
を
組
み
合
わ
せ
な

け
れ
ば
、
万
全
の
対
策
が
と
れ
な
い
。

◯�

甚
大
な
被
害
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
た
め
、
住

民
の
避
難
や
被
災
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援
等

に
関
し
、
広
域
的
な
対
応
が
よ
り
有
効
に
行
え

る
制
度
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
。

◯�

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
多
く
の
教
訓
を
学
ん
だ

つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
地
震
動
に
よ
る
教
訓
で

あ
り
、
津
波
に
よ
る
教
訓
は
な
か
っ
た
。
東
日

本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
津
波
に
よ
る
教
訓
だ

け
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
被
害
が
広
域
に

わ
た
っ
た
こ
と
や
地
震
動
に
よ
る
教
訓
等
に
も

着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◯�

災
害
対
策
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
性
と
歴
史
性

を
踏
ま
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

◯�

こ
れ
ら
の
教
訓
・
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

の
よ
う
に
そ
の
と
き
だ
け
の
議
論
に
終
わ
ら
せ

ず
、防
災
教
育
等
を
通
じ
て
後
世
に
し
っ
か
り
と

受
け
継
い
で
い
く
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
大
切
。

第
３
章

 「
ゆ
る
ぎ
な
い
日
本
」
の
再
構
築
を
目
指

し
て

　～
大
震
災
の
教
訓
・
課
題
を
受
け
、

行
う
べ
き
防
災
対
策
の
全
般
的
見
直
し
～

第
２
章
に
お
け
る
教
訓
・
課
題
を
踏
ま
え
、
今
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中央防災会議 防災の動き
Disaster Management News

都
直
下
地
震
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

◯
東
日
本
大
震
災
で
は
、
複
合
災
害
に
見
舞
わ
れ

防災対策推進検討会議　中間報告
～東日本大震災の教訓を活かし、ゆるぎない日本の再構築を～
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後
行
う
べ
き
防
災
対
策
に
つ
い
て
提
言
。

◇
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
に

　

・�

円
滑
な
避
難
の
た
め
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
、
避
難
者
の
安
否
情
報
シ
ス
テ
ム
の
高
度

化
検
討

　

・�

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
の
活
動
内
容
等
の
見

直
し

　

・�
物
資
輸
送
は
被
災
地
の
要
請
が
な
く
て
も
送

り
込
む
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
の
構
築
、
民
間
と

の
連
携
に
留
意

◇ 

被
災
地
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

　

・�

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
都
道
府
県
や
国
の

調
整
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
間
の
支
援
の
仕

組
み
の
強
化
や
そ
の
た
め
の
受
援
計
画
の
明

確
化

　

・�

都
道
府
県
が
広
域
避
難
に
関
す
る
指
示
・
調

整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
の
確
立

　

・�

市
町
村
機
能
が
著
し
く
低
下
し
た
場
合
や
災

害
緊
急
事
態
に
お
け
る
都
道
府
県
や
国
の
対

応
の
あ
り
方
を
検
討

◇
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
避
難
所
運
営

　

・�

避
難
所
の
位
置
付
け
の
明
確
化

◇
ス
ピ
ー
ド
感
、
安
心
感
が
あ
る

　
被
災
者
支
援

　

・�

体
系
的
な
被
災
者
支
援
制
度
へ
の
見
直
し
検

討

　

・�

心
の
ケ
ア
・
生
活
不
活
発
病
対
策
の
円
滑
化

　

・�

各
段
階
で
の
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
配
慮

　

・�

各
段
階
で
の
男
女
共
同
参
画
の
視
点
の
重
視

◇
住
ま
い
の
再
建

　

・�

応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
民
間
賃
貸
住
宅
を
借

り
上
げ
る
際
の
取
扱
い
の
整
理

◇ 

復
旧
･
復
興
を
ス
ム
ー
ズ
に

　
成
し
遂
げ
る
た
め
の
仕
組
み

　

・�

復
興
の
枠
組
み
検
討
と
震
災
時
の
特
別
対
策

で
有
効
な
も
の
は
直
ち
に
発
動
で
き
る
方
策

の
確
立

◇
大
災
害
を
生
き
抜
く
た
め
の

　
日
頃
か
ら
の
備
え

　

・�
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
の
想
定

　

・�
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
一
体
と
な
っ
た
「
減
災
」

や
「
自
助
」、「
共
助
」
の
明
確
化
検
討

　

・�

様
々
な
組
織
・
機
会
で
の
防
災
教
育
、
教
訓

の
伝
承
・
定
着
、
訓
練
の
推
進

　

・�

多
様
な
主
体
（
国
・
地
方
・
民
間
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
自
治
組
織
等
）
の
連
携
協
働
に
よ

る
社
会
の
総
力
を
挙
げ
た
対
策
強
化

◇
国
境
を
越
え
た
教
訓
の
共
有

　

・�

諸
外
国
の
防
災
力
の
向
上
に
向
け
た
情
報
発

信

◇ 

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
大
規
模
災
害
に

　
向
け
た
備
え

　

・�

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
向
け
た
対
応
…

被
害
シ
ナ
リ
オ
を
踏
ま
え
た
対
策
の
見
直
し

　

・�

首
都
直
下
地
震
に
向
け
た
対
応
…
関
東
大
震

災
ク
ラ
ス
の
想
定
、
首
都
中
枢
機
能
の
確
保

　

・�

火
山
災
害
に
向
け
た
対
応
…
観
測
体
制
の
充

実
等
、
監
視
・
観
測
の
あ
り
方
、
大
規
模
火

山
噴
火
対
策
に
つ
い
て

　

・�

大
規
模
水
害
に
向
け
た
対
応
…
広
域
避
難
、

地
下
空
間
の
浸
水
へ
の
対
応

　

・�

複
合
災
害
へ
の
対
応
…
複
合
災
害
に
備
え
る

体
制
や
対
策
等
を
検
討

第
４
章
　
最
終
報
告
に
向
け
て

最
終
報
告
に
向
け
て
実
施
す
べ
き
こ
と
を
整
理

し
た
。

○　

�

災
害
対
応
体
制
や
法
制
度
の
改
善
を
含
め
、

具
体
的
な
内
容
を
詰
め
ら
れ
る
も
の
か
ら
、

最
終
報
告
を
待
た
ず
に
政
策
と
し
て
実
現

○　

�

徹
底
的
な
検
証
の
継
続

○　

�

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
引
き
続
き
議
論
し

改
善
、
拡
充

○　

�

実
施
状
況
の
継
続
的
な
把
握
・
点
検

9
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近
年
、新
潟
県
中
越
地
震
（
平
成
16
年
10
月
）、

新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
平
成
19
年
７
月
）、

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
（
平
成
20
年
６
月
）
な
ど
、

主
と
し
て
地
方
都
市
等
が
被
災
す
る
地
震
が
頻
発

し
、
人
的
・
物
的
な
被
害
に
加
え
て
土
砂
災
害
に

伴
う
交
通
の
寸
断
や
情
報
通
信
の
途
絶
に
よ
る
孤

立
集
落
の
発
生
な
ど
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た

地
域
が
多
い
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
は
地
震
災

害
対
応
に
不
慣
れ
な
場
合
も
多
く
、
対
応
に
混
乱

が
生
じ
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
て
お
り
、
全
国
の

ど
こ
で
も
発
生
が
想
定
さ
れ
る
大
規
模
地
震
に
対

し
て
、
事
前
の
備
え
や
災
害
時
の
円
滑
な
対
応
な

ど
様
々
な
対
策
の

充
実
を
図
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
高
齢
化
や

過
疎
化
と
い
っ
た

地
方
都
市
等
に
特

有
の
課
題
が
地
震

発
生
時
の
被
害
や

復
旧
・
復
興
対
策

等
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
つ

つ
、
充
実
・
強
化

す
べ
き
対
策
や
支

援
方
策
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
平

成
22
年
１
月
、
中

央
防
災
会
議
に

「
地
方
都
市
等
に

お
け
る
地
震
防
災

の
あ
り
方
に
関
す

る
専
門
調
査
会
」
が
設
置
さ
れ
、
計
10
回
に
わ
た

る
審
議
を
経
て
、
平
成
24
年
３
月
22
日
に
専
門
調

査
会
報
告
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
同
日
、
河
田
惠

昭
座
長
（
関
西
大
学
社
会
安
全
研
究
科
長
・
社
会

安
全
学
部
長
・
教
授
）
か
ら
中
川
正
春
防
災
担
当

大
臣
に
手
交
さ
れ
た
。
本
専
門
調
査
会
で
は
、
比

較
的
被
災
範
囲
の
狭
い
直
下
型
地
震
災
害
を
対
象

に
、
近
年
発
生
し
た
地
震
災
害
に
お
け
る
各
地
域

で
の
教
訓
や
対
応
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
震
防
災
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
で
発
生
し
た
課
題
や
教
訓
の
う

ち
、
例
え
ば
、
避
難
所
の
環
境
改
善
等
は
被
害
の

大
き
さ
や
被
災
範
囲
に
関
わ
ら
ず
、
本
専
門
調
査

会
で
対
象
と
す
る
地
震
に
対
し
て
も
有
効
な
教
訓

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
例
等
も
検
証
を

進
め
た
。
な
お
、
災
害
事
象
は
異
な
る
が
、
近
年

頻
発
す
る
水
害
や
土
砂
災
害
等
に
対
し
て
も
、
本

専
門
調
査
会
報
告
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
対
策
は

有
効
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
専
門
調
査
会
報
告
と
併
せ
て
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
災
害
対
策
の
検
討
や
地
震
発
生

時
の
災
害
応
急
対
応
等
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

「
地
方
都
市
等
に
お
け
る
地
震
対
応
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
（
例
）」
と
「
地
震
対
応
の
事
例
集
」
を

と
り
ま
と
め
た
。

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
活
用

し
、地
域
防
災
計
画
や
災
害
対
応
体
制
の
見
直
し
、

訓
練
や
研
修
等
の
実
施
、
発
災
時
の
対
応
の
効
率

化
・
円
滑
化
、
周
辺
の
地
方
公
共
団
体
や
民
間
企

業
等
と
の
連
携
、
住
民
と
連
携
し
た
防
災
教
育
の

促
進
な
ど
、
地
震
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
に
取

り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

河田惠昭座長（左）から報告書を受け取る中川正春防災担当大臣（右）

10

地方都市等における
地震防災のあり方に
関する専門調査会報告

防災の動き
Disaster Management News
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
首
都
圏

に
お
い
て
は
多
く
の
鉄
道
の
運
行
停
止
や
道
路
で

の
大
規
模
な
渋
滞
に
よ
り
、
多
く
の
公
共
交
通
機

関
の
運
行
に
支
障
が
生
じ
た
。
そ
の
結
果
、
発
生

時
刻
が
平
日
の
日
中
で
あ
っ
た
こ
と
と
相
ま
っ

て
、鉄
道
等
を
使
っ
て
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
々

の
帰
宅
手
段
が
閉
ざ
さ
れ
、
首
都
圏
に
お
い
て
約

５
１
５
万
人
（
内
閣
府
推
計
）
に
及
ぶ
帰
宅
困
難

者
が
発
生
し
た
。
こ
の
混
乱
は
、
首
都
直
下
地
震

発
生
時
に
備
え
、
帰
宅
困
難
者
等
対
策
を
一
層
強

化
す
る
必
要
性
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

膨
大
な
数
の
帰
宅
困
難

者
等
へ
の
対
応
は
多
岐
に

わ
た
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
首
都
直
下
地
震
に
よ

る
多
数
の
死
傷
者
・
避
難

者
が
想
定
さ
れ
る
中
に

あ
っ
て
、
行
政
機
関
に
よ

る
「
公
助
」
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
、「
自
助
」や「
共

助
」
も
含
め
た
総
合
的
な

対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

民
間
企
業
等
が
連
携
・
協

働
し
た
取
組
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま

え
、内
閣
府
（
防
災
担
当
）

及
び
東
京
都
は
、
帰
宅
困

難
者
等
対
策
に
つ
い
て
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
民
間
企

業
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
に
係
る
情
報
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
横
断
的
な

課
題
や
取
組
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
、
平
成
23
年
9
月
に
首
都
直
下
地
震

帰
宅
困
難
者
等
対
策
協
議
会
を
設
置
し
た
。
こ
の

協
議
会
は
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）
と

東
京
都
副
知
事
を
共
同
座
長
と
し
、
関
係
省
庁
及

び
地
方
公
共
団
体
の
16
の
行
政
機
関
と
、
17
機
関

の
民
間
企
業
・
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

協
議
会
で
は
、
そ
の
下
に
具
体
の
課
題
や
取
組

に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
幹
事
会
、
ま
た
幹
事

会
の
下
に
「
帰
宅
困
難
者
等
へ
の
情
報
提
供
体

制
」、「
帰
宅
困
難
者
等
へ
の
支
援
体
制
」
及
び
「
駅

前
滞
留
者
対
策
及
び
帰
宅
困
難
者
等
の
搬
送
体

制
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
た
め
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。平

成
24
年
３
月
９
日
に
公
表
さ
れ
た
中
間
報
告

で
は
、切
迫
性
の
高
い
首
都
直
下
地
震
に
対
し
て
、

早
期
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
認

識
の
下
、
検
討
の
前
提
と
し
て
平
日
昼
12
時
発
生

の
東
京
湾
北
部
地
震
（
Ｍ
７
・
３
）
を
想
定
し
た

上
で
、
以
下
の
６
つ
の
観
点
か
ら
、
具
体
的
な
取

組
内
容
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

①
一
斉
帰
宅
の
抑
制

②
一
時
滞
在
施
設
の
確
保

③
帰
宅
困
難
者
へ
の
情
報
提
供

④
駅
周
辺
等
に
お
け
る
混
乱
防
止

⑤
徒
歩
帰
宅
者
へ
の
支
援

⑥
帰
宅
困
難
者
の
搬
送

協
議
会
は
、
中
間
報
告
を
踏
ま
え
、
官
民
連
携

に
よ
る
帰
宅
困
難
者
等
対
策
の
確
立
の
た
め
の
検

討
を
加
速
し
、
平
成
24
年
夏
か
ら
秋
に
最
終
報
告

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

首都直下地震
帰宅困難者等
対策協議会中間報告

防災の動き
Disaster Management News

後藤斎内閣府副大臣（中央）出席のもと行われた首都直下地震帰宅困難者等対策協議会中間報告
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内
閣
府
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
を

対
象
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
科
学
的
知
見

に
基
づ
き
想
定
す
べ
き
最
大
ク
ラ
ス
の
対
象
地
震

の
設
定
方
針
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
23
年
８
月
に
「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
モ

デ
ル
検
討
会
」（
以
下「
本
検
討
会
」）を
設
置
し
た
。

本
検
討
会
で
は
、
平
成
23
年
12
月
27
日
に
南
海

ト
ラ
フ
の
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
の
検
討
方

針
や
新
た
な
想
定
震
源
断
層
域
・
想
定
津
波
波
源

断
層
域
を
公
表
し
、
平
成
24
年
３
月
31
日
に
、
最

大
ク
ラ
ス
の
震
度
分
布
・
津
波
高
（
50
ｍ
メ
ッ

シ
ュ
）
の
推
計
結
果
を
第
１
次
報
告
と
し
て
公
表

し
た
。
以
下
、第
１
次
報
告
の
内
容
を
説
明
す
る
。

公
表
し
た
震
度
分
布
・
津
波
高
は
、「
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
地
震
・
津
波
対

策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
報
告
の
考
え
方
に

沿
っ
て
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
津
波
高

に
つ
い
て
は
、
同
報
告
に
示
さ
れ
て
い
る
二
つ
の

レ
ベ
ル
の
津
波
の
う
ち
、「
発
生
頻
度
は
極
め
て

低
い
も
の
の
、
発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
」
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
。
同
報
告
は
、
こ
の
よ
う
な
最
大
ク
ラ
ス
の

津
波
に
対
し
て
は
、
住
民
等
の
避
難
を
軸
に
、
土

地
利
用
、
避
難
施
設
、
防
災
施
設
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
て
、
総
合
的
な
津
波
対
策
に
よ
り
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
推
計
は
、
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
新
た
な
考
え
方
、
す
な

わ
ち
、現
時
点
の
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
も

の
と
し
て
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
同
様
に
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
規
模
（
強
震
断
層
モ
デ
ル

の
M
w
が
９
・
０
、
津
波
断
層
モ
デ
ル
の
M
w

が
９
・
１
）
の
巨
大
な
地
震
・
津
波
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
推
計
結
果
は
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
に

お
い
て
次
に
起
こ
る
地
震
・
津
波
を
予
測
し
た
も

の
で
も
な
く
、
ま
た
何
年
に
何
％
と
い
う
発
生
確

率
を
念
頭
に
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
も
の
で
も

な
い
。
ま
た
、
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
が
、
今

後
30
年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
（
※
注
）
を
公
表

し
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
は
、
い
ず
れ
も
本

検
討
会
で
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
地

震
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

○ 

震
度
分
布
・
津
波
高
の
推
計
の

　考
え
方
・
推
計
結
果

（
１
）
考
え
方

強
い
揺
れ
（
強
震
動
）
を
引
き
起
こ
す
地
震
波

は
、
震
源
断
層
面
に
一
様
に
発
生
す
る
の
で
は
な

く
、
特
定
の
領
域
（
強
震
動
生
成
域
）
に
お
い
て

発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

震
度
分
布
を
推
計
す
る
強
震
断
層
モ
デ
ル
に
つ
い

て
は
、
平
成
23�

（
２
０
１
１
）
年
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
や
世
界
の
巨
大
地
震
の
特
徴
等
を
踏
ま

え
て
、
強
震
動
生
成
域
を
４
ケ
ー
ス
設
定
す
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
強
震
波

形
計
算
を
行
い
、
２
５
０
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
単
位
で
震

度
を
推
計
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
補
完
す
る
た

め
、
経
験
的
手
法
（
震
源
か
ら
の
距
離
に
従
い
地

震
の
揺
れ
が
ど
の
程
度
減
衰
す
る
か
を
示
す
経
験

的
な
式
を
用
い
て
震
度
を
推
計
す
る
手
法
）
に
よ

る
震
度
も
推
計
し
た
。
防
災
対
策
の
前
提
と
す
べ

き
最
大
ク
ラ
ス
の
震
度
分
布
は
、
こ
れ
ら
の
震
度

の
最
大
値
の
重
ね
合
わ
せ
と
し
た
。

津
波
を
引
き
起
こ
す
断
層
の
す
べ
り
に
つ
い
て

も
、
震
源
断
層
面
に
一
様
に
発
生
す
る
の
で
は
な

く
、
特
定
の
領
域
が
大
き
く
す
べ
る
（
こ
の
領
域

を
「
大
す
べ
り
域
」
及
び
「
超
大
す
べ
り
域
」
と

い
う
。）
こ
と
で
大
き
な
津
波
が
発
生
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
津
波
高
を
推
計

す
る
津
波
断
層
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
や
世

界
の
巨
大
地
震
の
特
徴
等
を
踏
ま
え
て
、
大
す
べ

り
域
と
超
大
す
べ
り
域
を
11
ケ
ー
ス
設
定
す
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
50
ｍ

メ
ッ
シ
ュ
単
位
で
津
波
高
を
推
計
し
た
。
防
災
対

策
の
前
提
と
す
べ
き
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
高
は
、

こ
れ
ら
の
11
ケ
ー
ス
の
津
波
高
の
最
大
値
を
重
ね

合
わ
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
）
推
計
結
果

防
災
対
策
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と
な
る
最
大

ク
ラ
ス
の
震
度
分
布
は
、図
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

関
東
か
ら
四
国
・
九
州
に
か
け
て
極
め
て
広
い
範

囲
で
強
い
揺
れ
が
想
定
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

震
度
６
弱
以
上
が
想
定
さ
れ
る
地
域
は
、
24
府
県

６
８
７
市
町
村
、
震
度
６
強
以
上
が
想
定
さ
れ
る

地
域
は
、
21
府
県
3
9
5
市
町
村
、
震
度
７
が

想
定
さ
れ
る
地
域
は
、
10
県
１
５
３
市
町
村
と
な

る
。防

災
対
策
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と
な
る
最
大

ク
ラ
ス
の
津
波
高
は
、
図
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

関
東
か
ら
四
国
・
九
州
の
太
平
洋
沿
岸
等
の
極
め

南海トラフの
巨大地震モデル検討会

防災の動き
Disaster Management News

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
も

の
と
し
て
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
同
様
に
、
マ
グ
ニ

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
同
様
に
、
マ
グ
ニ
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て
広
い
範
囲
で
大
き
な
津
波
が
想
定
さ
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
満
潮
位
の
津
波
高
10
ｍ
以
上
が
想
定

さ
れ
る
地
域
は
、
11
都
県
90
市
町
村
、
満
潮
位
の

津
波
高
20
ｍ
以
上
が
想
定
さ
れ
る
地
域
は
、
６
都

県
23
市
町
村
と
な
る
。

（
３
）
主
な
留
意
点

以
上
の
推
計
結
果
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
に

留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

・�

今
回
推
計
し
た
震
度
分
布
・
津
波
高
は
、
広
範

囲
の
領
域
の
全
体
を
捉
え
た
防
災
対
策
の
参
考

と
す
る
た
め
に
推
計
し
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず

し
も
各
局
所
的
な
地
先
に
お
い
て
最
大
と
な
る

震
度
分
布
・
津
波
高
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。

・�

地
震
・
津
波
は
自
然
現
象
で
あ
り
不
確
実
性
を

伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
推
計
し
た

震
度
分
布
・
津
波
高
は
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り

得
る
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
検
討
は
、
一
般
的
な
防

災
対
策
を
検
討
す
る
た
め
の
最
大
ク
ラ
ス
の
地

震
・
津
波
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
よ
り
安

全
性
に
配
慮
す
る
必
要
の
あ
る
個
別
施
設
に
つ

い
て
は
、
個
別
の
設
計
基

準
等
に
基
づ
い
た
地
震
・

津
波
の
推
計
が
改
め
て
必

要
で
あ
る
。

・�

今
回
推
計
し
た
震
度
分

布
・
津
波
高
は
、
今
後

実
施
す
る
予
定
の
詳
細

な
浸
水
域
や
被
害
想
定

を
検
討
す
る
過
程
に
お

い
て
、
改
め
て
検
証
し

た
結
果
、
修
正
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

（
※
注
）

　

�

地
震
調
査
研
究
推
進
本

部
公
表
の
今
後
30
年
以

内
の
地
震
発
生
確
率

は
、
想
定
東
海
地
震

88
％
、
東
南
海
地
震

70
％
程
度
、
南
海
地
震

60
％
程
度
（
い
ず
れ
も

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク

ラ
ス
を
想
定
）。

図１　最大クラスの震度分布想定

図２　最大クラスの津波高想定
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近
年
、
我
が
国
で
は
短
期
間
強
雨
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
中
小
河
川
等
で
の
河
川
氾
濫

の
発
生
の
危
険
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年

７
月
の
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
土
砂
災
害

が
発
生
し
、
福
祉
施
設
に
お
い
て
避
難
が
間
に
合

わ
ず
犠
牲
と
な
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

同
年
８
月
の
台
風
第
９
号
で
は
、
避
難
場
所
へ
の

移
動
中
に
犠
牲
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
事
例
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
災
害
対
策
基
本
法
の
制
定

当
時
と
比
較
し
て
、
氾
濫
流
等
の
外
力
へ
の
耐
性

が
強
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
住
居
構
造
の

増
加
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
個
人
が
携
帯
で
き

る
情
報
端
末
の
普
及
、
高
齢
化
の
進
展
等
、
避
難

を
考
え
る
上
で
の
社
会
環
境
は
変
化
し
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
近
年
の
大
雨
災
害
の
課
題
と
社
会
環

境
の
変
化
を
背
景
に
、
平
成
22
年
４
月
に
中
央
防

災
会
議
の
専
門
調
査
会
と
し
て
「
災
害
時
の
避
難

に
関
す
る
専
門
調
査
会
」（
座
長
・
林
春
男
）
が

設
置
さ
れ
、
平
成
24
年
３
月
に
報
告
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

本
専
門
調
査
会
の
報
告
で
は
、
避
難
の
考
え
方

の
明
確
化
、
避
難
準
備
情
報
・
避
難
勧
告
・
避
難

指
示
の
実
効
性
の
向
上
、
適
切
な
安
全
確
保
行
動

を
支
え
る
た
め
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
、
行
政
・

地
域
の
担
い
手
・
住
民
等
の
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー（
災

害
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
知
識
、
技
能
、
実
践
力
）

の
向
上
の
徹
底
に
つ
い
て
、
方
向
性
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

避
難
の
考
え
方
の
明
確
化
に
つ
い
て
は
、
一
般

的
に
「
避
難
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
避
難
先

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
の
体
育
館
や

公
民
館
等
と
い
っ
た
公
的
な
施
設
へ
移
動
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
捉
え
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と

が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
河
川

氾
濫
が
発
生
し
て
い
る
場
合
等
は
、
避
難
先
へ
の

移
動
が
か
え
っ
て
危
険
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
都
市
部
等
人
口
が
集
中
し
た
地
区
に

お
い
て
は
、
多
く
の
住
民
等
が
避
難
先
へ
移
動
す

る
と
、避
難
先
の
収
容
量
を
超
え
て
し
ま
っ
た
り
、

避
難
路
に
お
け
る
混
雑
が
発
生
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
適
切
な
避
難
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
災
害
時
の
安
全
確
保
行

動
を
図
表
の
様
に
整
理
し
、
災
害
の
発
生
に
対
し

て
住
民
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
状
況

に
よ
っ
て
、
自
宅
等
の
建
物
の
上
階
へ
の
移
動
や

そ
の
場
に
留
ま
る
よ
う
な
行
動
も
有
効
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
早
期
の

避
難
を
心
が
け
る
の
が
前
提
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
行
動
は
、
緊
急
時
・
切
迫
時
の
次
善
の
策
で
あ

る
場
合
が
多
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
情
報
伝
達
に
お
い
て
は
、
行
政
の
出
す

避
難
勧
告
等
の
情
報
が
、
住
民
等
に
届
か
な
か
っ

た
り
、
十
分
理
解
さ
れ
ず
に
、
適
切
な
安
全
確
保

行
動
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

行
政
は
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
を
、
防
災
行
政
無

線
の
み
な
ら
ず
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
個
人
所
有
の
情
報
端
末
を
用
い
た
エ
リ
ア

メ
ー
ル
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
活
用
し
て

伝
達
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、災
害
対
応
を
迅
速
に
行
う
た
め
に
は
、

行
政
と
、
災
害
対
応
時
の
地
域
の
担
い
手
、
災
害

時
要
援
護
者
の
支
援
者
、
住
民
、
企
業
等
の
連
携

し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

住
民
等
が
地
域
の
特
性
や
個
々
の
状
況
を
踏
ま

え
、目
の
前
の
現
実
か
ら
確
か
な
情
報
を
獲
得
し
、

自
ら
優
先
順
位
を
判
断
し
行
動
が
で
き
る
よ
う

に
、
防
災
教
育
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
自
然
の
理
や
脅
威
に
つ
い
て
、

ま
た
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
を

学
び
、
さ
ら
に
大
人
に
な
っ
て
防
災
教
育
の
指
導

者
と
な
っ
た
後
に
、
ど
の
よ
う
に
次
の
世
代
に
伝

え
る
か
ま
で
の
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

災害時の避難に関する
専門調査会報告

防災の動き
Disaster Management News

避
難
の
考
え
方
の
明
確
化
に
つ
い
て
は
、
一
般

的
に
「
避
難
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
避
難
先

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
の
体
育
館
や

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
の
体
育
館
や

災
害
時
の
避
難
に
関
す
る
専
門
調
査
会
の
報
告
は
、
内
閣
府
防
災
情
報
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.bousai.go.jp/3oukyutaisaku/saigai_hinan/index.htm

l

図表　災害時の安全確保行動の整理

行動の視点 安全確保行動 具体的な行動例

緊急的な行動

待避
自宅などの居場所や安全を確
保できる場所に留まる

垂直移動
屋内の２階以上の安全を確保
できる高さに移動する

水平移動（一時的）
その場を立退いて、近隣の安
全を確保できる場所に一時的
に移動する

仮の生活を
おくる行動

水平移動（長期的）
居住地と異なる避難先などで
一定期間仮の避難生活をおく
る

出典：中央防災会議「災害時の非難に関する専門調査会」報告



ぼ う さ い      夏 号  ( 第 67 号 )

５
月
６
日
は
、
東
海
地
方
か
ら
東
北
地
方
に
か
け

て
大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定
と
な
り
、
落
雷
や

突
風
、
降
ひ
ょ
う
を
伴
う
発
達
し
た
積
乱
雲
が
発
生

し
ま
し
た
。
特
に
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
付
近
に
お
い

て
風
速
が
毎
秒
50
～
69
ｍ
に
達
す
る
竜
巻
が
、
栃
木

県
真
岡
市
か
ら
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
に
か
け
て
の
地

域
に
お
い
て
風
速
が
毎
秒
33
～
69
ｍ
に
達
す
る
竜
巻

が
、
そ
し
て
茨
城
県
筑
西
市
付
近
に
お
い
て
は
風
速

が
毎
秒
33
～
49
ｍ
に
達
す
る
竜
巻
が
そ
れ
ぞ
れ
発
生

し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
突
風
等
に
よ
り
、
５
月
24
日
現
在
で
死
者
３

名
、
負
傷
者
59
名
の
人
的
被
害
の
ほ
か
、
住
家
全
壊

88
棟
、
住
家
半
壊
１
９
４
棟
を
含
め
住
家
・
非
住
家

あ
わ
せ
て
１
８
５
６
棟
の
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

政
府
と
し
て
は
、
５
月
６
日
午
後
８
時
か
ら
関
係

省
庁
に
よ
る
会
議
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
７
日
午

後
５
時
30
分
か
ら
関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
開
催
し
、

今
後
の
気
象
の
見
通
し
、
被
害
状
況
及
び
各
省
庁
の

対
応
に
つ
い
て
関
係
省
庁
間
で
情
報
共
有
を
行
う
と

と
も
に
、
具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
等
を
行

い
ま
し
た
。
ま

た
、
17
日
午
前

11
時
30
分
か
ら

改
め
て
関
係
省

庁
連
絡
会
議
を

開
催
し
、
支
援

策
に
係
る
各
省

庁
の
取
組
状
況

を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
今
後

の
対
応
策
に
つ

い
て
検
討
等
を

行
い
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、

被
災
状

況
を
つ

ぶ
さ
に

把
握
す

る
た
め
、

５
月
７

日
に
末

松
内
閣

府
副
大

臣
を
団

長
と
す

る
政
府

調
査
団

が
、
５

月
12
日
に
は
中
川
防
災
担
当
大
臣
が
、
茨
城
県
及
び

栃
木
県
で
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
、

地
元
地
方
公
共
団
体
の
首
長
等
と
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
つ
く
ば
市
北
条
地
区
等
の
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
地
域
に
赴
き
、
被
災
状
況
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

引
き
続
き
、
被
災
地
の
方
々
が
一
日
も
早
く
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
、

政
府
と
し
て
対
応
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
突
風
等
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発

生
し
た
こ
と
に
鑑
み
、
竜
巻
等
突
風
対
策
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
末
松
内
閣
府
副

大
臣
を
座
長
と
す
る
「
竜
巻
等
突
風
対
策
局
長
級
会

議
」の
第
１
回
を
５
月
17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
、

同
会
議
に
お
い
て
検
討
を
進
め
、
７
月
末
ま
で
に
当

面
取
り
組
む
べ
き
対
策
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
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国内災害

突
風
等
に
よ
る 

被
害
状
況
等
に
つ
い
て

災害報告
Disaster Report

現地調査を行う中川防災担当大臣（5月 12日）

末松内閣府副大臣（左から3人目）を団長とする政府調査団
（5月 7日）

茨城県つくば市北条地区の被災状況（5月 7日）
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マイナスをプラスに変えて
お笑いコンビ　サンドウィッチマン

伊達みきおさん、富澤たけしさん

Active 
Human  
List 10

宮
城
県
仙
台
市
出
身
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
」
の 

伊
達
み
き
お
さ
ん
と
富
澤
た
け
し
さ
ん
は
、
昨
年
３
月
11
日
、
テ
レ
ビ
番
組
の 

ロ
ケ
中
に
、
宮
城
県
気
仙
沼
漁
港
で
東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
。 

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
揺
れ
の
後
、
地
元
の
番
組
ス
タ
ッ
フ 

に
促
さ
れ
て
近
く
の
山
に
登
り
、
辛
う
じ
て
津
波
の
難
を
逃
れ
ま
し
た
。

震
災
直
後
か
ら
続
け
て
い
る
支
援
活
動
や
１
年
を
経
た
被
災
地
の
様
子 

な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「サンドウィッチマン」だて ･ みきお（左）、とみざわ ･
たけし（右）●お笑いコンビ。共に宮城県仙台市出身の
1974 年生まれ。仙台商業高等学校（現・仙台市立仙台商
業高等学校）ラグビー部の仲間であった二人が 1998 年
に結成。2001 年から 2010 年まで開催されていた漫才の
コンテスト「M-1 グランプリ」2007 で優勝。現在、東北
放送「サンドのぼんやり～ぬ TV」、NHK ラジオ第一『キャ
ンパス寄席』ほか多数のテレビ、ラジオ番組等をレギュ
ラー担当。みやぎ夢大使、東北楽天ゴールデンイーグル
ス応援大使、ベガルタ仙台仙台市民後援会名誉会員、宮
城ラグビー親善大使、松島町観光親善大使等を務める。

復興支援を続ける伊達みきおさん（左）と富澤たけしさん（右）
手にしているのは、チャリティーグッズの「東北魂Ｔシャツ」
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「
地
震
の
後
に
大
津
波
が
来
る
と
い
う

意
識
は
僕
ら
は
な
か
っ
た
で
す
ね
」
と

当
時
を
振
り
返
る
伊
達
さ
ん
。

「
生
か
さ
れ
た
者
と
し
て
、
何
か
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
…
」

伊
達
さ
ん
と
富
澤
さ
ん
は
、
震
災
後

す
ぐ
に
、
被
災
地
支
援
の
た
め
に
「
東

北
魂
義
援
金
口
座
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

す
る
と
１
ヶ
月
半
ほ
ど
の
短
い
間
に
約

３
億
円
に
の
ぼ
る
義
援
金
が
集
ま
り
、

５
月
の
終
わ
り
に
は
被
災
し
た
６
県
に

配
分
し
て
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
支
援
物
資
を
持
っ
て
避
難

場
所
を
訪
問
し
た
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ

イ
ブ
開
催
な
ど
、
積
極
的
に
支
援
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

「
地
元
で
す
か
ら
」
と
話
す
お
二
人
は
、

仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
被
災

地
を
頻
繁
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

「
場
所
に
よ
っ
て
復
興
具
合
の
差
も
あ

り
ま
す
。
協
力
し
て
く
れ
た
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
、『
お
陰
様
で
こ
う
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
』
と
か
、『
で
も
ま

だ
ま
だ
こ
こ
は
ツ
ラ
イ
で
す
よ
』
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
僕
ら
は
伝
え
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
伊
達

さ
ん
）

が
れ
き
の
山
や
子
供
の
遊
び
場
不
足

の
問
題
、
未
だ
に
地
盤
沈
下
に
よ
る
浸

水
が
続
く
地
域
な
ど
、
様
々
な
状
況
を

目
に
し
た
そ
う
で
す
。

是
非
一
度
、
来
て
欲
し
い

一
年
を
経
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
、
仕
事
を
始
め
た
地
元
の
女

性
グ
ル
ー
プ
に
も
出
会
っ
た
そ
う
で
す
。

「
牡
鹿
半
島
（
宮
城
県
）
に
群
生
す
る

鹿
の
角
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
女

川
町
（
宮
城
県
）
で
は
木
製
の
魚
の
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
だ
と
か
、
海
の
仕
事
が
出
来

な
く
な
っ
た
女
性
た
ち
が
、
集
会
所
に

集
ま
っ
て
手
作
り
し
て
い
ま
し
た
。
元
々

魚
網
と
か
扱
っ
て
い
た
か
ら
器
用
な
ん

で
す
よ
ね
」（
伊
達
さ
ん
）

「
仮
設
の
店
舗
で
も
仕
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
人
は
、
や
っ
ぱ
り
笑
顔
が

戻
っ
て
い
ま
し
た
ね
」（
富
澤
さ
ん
）

是
非
一
度
、
東
北
に
来
て
ほ
し
い
と

話
す
お
二
人
。

「
子
供
に
み
せ
て
お
き
た
い
と
い
う
親

御
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
た
い
で
す

ね
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
な
い
た
め
に
」（
伊
達
さ
ん
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な
い
と
行
き
づ
ら

い
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
で
す
け
ど
、

観
光
地
と
し
て
は
『
来
て
ほ
し
い
』
と

思
っ
て
い
る
の
で
」（
富
澤
さ
ん
）

「
松
島
（
宮
城
県
）
な
ん
か
は
元
の
様

子
に
戻
り
ま
し
た
よ
。
宮
城
県
代
表
の

観
光
地
と
し
て
の
気
合
い
と
い
う
か
、

大
津
波
で
腰
の
高
さ
ぐ
ら
い
ま
で
浸
水

し
た
み
た
い
で
す
が
、『〝
も
う
や
る
し

か
ね
え
ん
だ
よ
〟
っ
て
、
皆
に
ハ
ッ
パ

か
け
て
、
翌
日
か
ら
泥
掻
き
し
て
い
た
』

と
言
っ
て
ま
し
た
か
ら
」（
伊
達
さ
ん
）

「
東
北
方
面
に
も
い
ろ
い
ろ
と
良
い
も

の
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
何
と

か
知
っ
て
も
ら
っ

て
、
マ
イ
ナ
ス
を

プ
ラ
ス
に
し
て

い
っ
て
も
ら
っ
た

ら
い
い
な
と
…
」

（
富
澤
さ
ん
）

み
ん
な
心
で

思
っ
て
い
る

お
二
人
は
、
今

年
３
月
に
も
新
た

に
集
ま
っ
た
義
援

金
を
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
各
県
に
届

け
ま
し
た
。
ま
た
10
月
に
は
、
仙
台
と

福
島
で
ラ
イ
ブ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
僕
ら
は
ブ
ロ
グ
や
ラ
ジ
オ
も
や
っ
て

い
る
し
、
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
立
場

に
あ
る
の
で
、
何
か
あ
っ
た
ら
言
っ
て

も
ら
え
れ
ば
、
発
信
し
ま
す
。
ス
ピ
ー

カ
ー
の
役
目
し
ま
す
の
で
使
っ
て
く
だ

さ
い
」（
富
澤
さ
ん
）。

「
地
元
に
行
く
と
、『
報
道
が
な
く
な
っ

て
き
て
る
よ
ね
、
も
う
忘
れ
ら
れ
た
の

か
な
』
と
言
う
人
が
い
る
ん
で
す
け
ど
、

絶
対
に
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
、
み
ん
な

心
で
思
っ
て
い
る
か
ら
。
俺
達
は
、
た

く
さ
ん
お
客
さ
ん
を
送
り
込
む
か
ら
、

復
興
し
て
、
す
ば
ら
し
い
美
し
い
街
に

戻
し
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

（
伊
達
さ
ん
）

（
写
真
撮
影　

相
澤　

正
）
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伊
達
み
き
お
さ
ん

富
澤
た
け
し
さ
ん
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ミ
レ
ニ
ア
ム
津
波
の
発
生

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
、
約
１
万
９
千
人
の
死
者

行
方
不
明
者
を
生
じ
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
津
波

に
よ
る
犠
牲
者
で
あ
っ
た
。
今
回
の
震
災
は
、
平

安
時
代
初
め
の
貞
観
11
（
８
６
９
）
年
の
陸む

つ奥
国

の
地
震
津
波
以
来
の
１
１
４
２
年
ぶ
り
の
巨
大
地

震
で
あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
と
貞
観
地
震
の
津

波
の
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
津
波

が
多
賀
城
下
に
達
し
た
こ
と
、
地
質
学
的
に
検
証

さ
れ
た
津
波
の
浸
水
範
囲
が
、
両
津
波
で
ほ
ぼ
一

致
す
る
こ
と
、
地
震
津
波
被
害
が
関
東
地
方
に
ま

で
及
ん
だ
こ
と
な
ど
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
う
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
東
日
本
大

震
災
の
発
生
以
後
、
こ
の
よ
う
な
、
千
年
一
度
程

度
の
頻
度
で
起
き
る
超
巨
大
な
地
震
・
津
波
は「
ミ

レ
ニ
ア
ム
津
波
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

津
波
対
策
の
２
つ
の
基
準

こ
れ
ま
で
、
三
陸
地
方
を
始
め
、
東
海
地
方
、

紀
伊
半
島
、
四
国
な
ど
で
、
将
来
の
津
波
対
策
と

し
て
防
潮
堤
の
建
設
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
際
、
津
波
の
想

定
高
さ
は
、
お
よ
そ
近
代
の
２
０
０
年
間
に
起
き

た
最
大
の
津
波
の
高
さ
の
デ
ー
タ
が
用
い
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
は
こ
の

想
定
高
さ
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
多
く
の
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
生
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
津
波
で
は
、
三
陸

海
岸
で
は
浸
水
高
が
20
ｍ
を
越
え
た
場
所
が
数
多

く
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ミ
レ
ニ
ア
ム
津
波
に
対

し
て
高
い
防
潮
堤
を
作
っ
て
防
ぐ
こ
と
は
事
実
上

不
可
能
で
あ
る
。
今
後
の
津
波
対
策
に
は
、
①

２
０
０
年
一
度
の
津
波
に
対
す
る
対
策
と
、
②
千

年
一
度
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
津
波
に
対
す
る
対
策
を
分

け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。

東
日
本
大
震
災
津
波
の
死
者
の
多
発
地
点

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
１
点
で
集
中
的

に
死
者
の
出
た
場
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。「
な
ぜ

そ
こ
で
多
数
の
死
者
が
で
た
の
か
」、「
ど
う
な
っ

て
い
れ
ば
、
大
勢
の
死
者
を
出
さ
ず
に
す
ん
だ
の

か
」
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
こ
と
は
、
将
来
の
千

年
震
災
に
対
す
る
対
策
を
考
え
る
上
で
大
き
な
ヒ

ン
ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
１
） 

宮
城
県
石
巻
市
大
川
小
学
校
の
被
災

宮
城
県
石
巻
市
大
川
小
学
校
は
、
北
上
川
の
河

口
か
ら
約
５
㎞
さ
か
の
ぼ
っ
た
地
点
の
南
岸
の
平

野
に
あ
る
。
小
学
校
の
標
高
は
２
・
５
ｍ
ほ
ど
に

過
ぎ
ず
、
今
回
の
津
波
で
は
２
階
建
て
校
舎
の
２

階
の
天
井
ま
で
浸
水
し
た
。
本
震
の
大
き
な
揺
れ

を
感
じ
、
津
波
警
報
の
発
令
の
直
後
、
１
０
８
人

の
全
校
児
童
が
校
舎
か
ら
校
庭
に
出
さ
れ
た
の
は

正
し
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
児
童
た
ち
は
標
高
約
６

ｍ
の
北
上
川
に
か
か
る
新
北
上
大
橋
の
ほ
う
に
避

難
誘
導
さ
れ
た
。
津
波
は
ま
さ
に
北
上
川
の
方
か

ら
や
っ
て
き
て
、
全
児
童
の
７
割
に
当
た
る
74
人

が
こ
こ
で
津
波
に
呑
ま
れ
溺
死
す
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
故
と
な
っ
た
。

大
川
小
学
校
周
辺
の
地
図
を
見
て
お
こ
う
。
児

童
た
ち
を
学
校
の
裏
の
丘
に
登
る
よ
う
に
誘
導
す

れ
ば
、
能
率
よ
く
、
高
い
標
高
の
安
全
な
場
所
に

移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、

な
ぜ
そ
う
し
な
か
っ
た
の
か
。
図
２
の
大
川
小
学

校
の
背
後
の
斜
面
の
写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ

の
斜
面
は
、
ほ
ぼ
45
度
の
傾
斜
で
、
踏
み
跡
の
よ

う
な
道
も
な
い
、
登
る
の
に
非
常
に
困
難
な
斜
面
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東日本大震災
過
去
の

災
害
に

学
ぶ

特
別
編

今
後
の
災
害
対
策
と
し
て
、
発
生
頻
度
は
千
年
に
一
度
程
度
と
極
め
て
低
い
も
の
の
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
想
定
し
た
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
貴
重
な
教
訓
を
検
証
し
、
将
来
の
千
年
震
災
へ
の
対
策
を
考
え
ま
す
。

千
年
震
災
の
津
波
対
策
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で
あ
る
。
津
波
に

よ
っ
て
海
水
が
到
達

し
た
地
点
に
標
識
が

建
て
ら
れ
て
い
る

が
、
斜
面
の
下
端
の

小
学
校
の
敷
地
か
ら

こ
こ
ま
で
約
７
ｍ
、

す
な
わ
ち
大
人
の
身

長
の
５
倍
ほ
ど
あ

る
。
小
学
１
年
生
を

含
む
１
０
８
人
の
児

童
を
こ
の
斜
面
を
登

ら
せ
る
の
は
不
可
能

と
判
断
さ
れ
た
の
は

無
理
は
な
か
っ
た
。

で
は
、「
ど
う
な
っ

て
い
れ
ば
よ
か
っ
た

の
だ
ろ
う
？
」。
こ
の

斜
面
に
、
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
よ
う
な

ジ
グ
ザ
グ
に
ゆ
っ
く

り
高
い
と
こ
ろ
ま
で

あ
が
れ
る
道
を
造
っ

て
お
け
ば
、
多
数
の

命
を
失
う
こ
と
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
２
） 

気
仙
沼
市
杉
ノ
下
高
台
の
被
災

こ
ん
ど
は
津
波
の
指
定
避
難
場
所
と
な
っ
て
い

た
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
気
仙
沼
湾
の
入
り
口
に
あ

る
杉
ノ
下
高
台
の
津
波
被
災
の
状
況
を
見
て
お
こ

う
。
図
３
は
、
そ
の
高
台
の
地
図
で
あ
る
。
頂
上

の
標
高
は
12
ｍ
あ
ま
り
の
小
高
い
丘
を
な
し
て
い

る
た
め
、
こ
の
周
囲
の
平
野
に
あ
る
住
宅
の
人
た

ち
に
と
っ
て
、
津
波
の
避
難
場
所
と
し
て
適
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
津
波

は
こ
の
高
台
の
頂
上
ま
で
完
全
に
呑
み
込
み
、
そ

の
頂
上
の
上
約
２
ｍ
ま
で
冠
水
し
た
と
推
定
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
高
台
に
避
難
し
た
人
の
過

半
数
の
54
人
が
、
溺
死
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
被

害
を
生
じ
た
。

で
は
、「
ど
う
な
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
犠
牲
者

を
出
さ
な
く
て
す
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
？
」。
ミ

レ
ニ
ア
ム
津
波
に
対
し
て
は
、
こ
の
標
高
は
不
足

で
あ
る
と
判
断
し
て
、
こ
こ
を
津
波
避
難
場
所
と

は
し
な
い
、
と
い
う
の
も
一
つ
の
対
策
で
あ
る
。

し
か
し
、「
も
し
こ
こ
に
自
転
車
小
屋
程
度
の
建

物
が
あ
っ
て
、
中
に
１
０
０
人
分
ほ
ど
の
救
命
胴

衣
が
備
え
ら
れ
て
い
た
ら
？
」。
皆
さ
ん
も
、
飛

行
機
や
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
と
き
、
救
命
胴
衣
が
備

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
説
明
を
受
け
る
で
し
ょ

う
。「
な
ぜ
？
」
緊
急
時
に
海
に
投
げ
出
さ
れ
た

と
き
、
命
を
守
る
た
め
で
あ
る
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
津
波
の
避
難
場
所
に
は
、
そ
の
場

所
の
標
高
を
超
え
て
、
海
水
面
が
あ
が
っ
て
く
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
そ
こ
に

避
難
し
て
き
た
人
の
た
め
に
救
命
胴
衣
を
貯
蔵
し

た
小
屋
を
造
っ
て
お
く
。
こ
れ
は
今
後
ミ
レ
ニ
ア

ム
津
波
に
対
す
る
防
災
対
策
の
必
須
事
項
と
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
高
い
防
波
堤
を
築
く

費
用
に
比
べ
た
ら
微
々
た
る
費
用
で
す
む
こ
と
で

あ
る
。

都
司
嘉
宣
（
建
築
研
究
所
　
特
別
客
員
研
究
員
）
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図1　大川小学校周辺の地図図2　大川小学校背後の斜面

図3　宮城県気仙沼市杉ノ下高台の詳細地図図４　杉ノ下高台の写真
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Q東
日
本
大
震
災
以
降
、
防

災
対
策
の
重
要
性
を
意

識
し
た
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
何
か
ら

始
め
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
感

じ
て
い
る
人
や
、
震
災
か
ら
一
年

た
っ
て
防
災
対
策
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
方
も
い
る
よ
う

で
す
。
防
災
対
策
に
完
全
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
果
て
し

な
い
取
り
組
み
と
も
い
え
ま
す
。
集
中
し
て
一
気
に

や
っ
て
し
ま
お
う
と
思
う
と
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
と
課

題
が
多
す
ぎ
て
負
担
に
感
じ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
、
毎
月
防
災
に
充
て
る
費
用
を
決
め
て
年
間

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

今
月
は
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
、
来
月
は
リ
ビ
ン
グ
の
窓
ガ

ラ
ス
の
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
ろ
う
。
そ
し
て
再
来

月
は
食
器
棚
の
棚
板
に
滑
り
止
め
シ
ー
ト
を
敷
こ
う
、

と
い
う
よ
う
に
無
理
の
な
い
予
算
を
決
め
て
そ
の
範
囲

で
で
き
る
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

食
器
棚
ひ
と
つ
に
し
て
も
本
体
の
固
定
、
ガ
ラ
ス
対

策
、
中
身
の
飛
び
出
し
防
止
対
策
、
扉
の
開
き
防
止
対

策
な
ど
す
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
毎

月
コ
ツ
コ
ツ
対
策
を
行
っ
て
い
け
ば
、
私
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
無
理

せ
ず
継
続
し
て
防
災

に
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
ま
す
。
毎
月
自

宅
の
安
全
性
が
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
で

達
成
感
が
高
ま
り
、

家
族
を
守
れ
る
嬉
し

さ
を
感
じ
ら
れ
ま

す
。さ

ら
に
、「
つ
い

で
の
防
災
」
と
し
て

掃
除
の
つ
い
で
に
固

定
、フ
ィ
ル
ム
貼
り
、

滑
り
止
め
シ
ー
ト
を

敷
く
な
ど
を
す
れ
ば

面
倒
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
さ
て
、
来
月
は
ど
こ
を
や
ろ

う
か
な
？
と
い
う
よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら
防
災
に
取
り

組
め
る
と
い
い
で
す
ね
。

20

もし、一日前に戻れたら…

10分たらずで床上 138 センチ
～助けたのは愛犬だけ～� （70 代男性）

異変に気がついたのは夜の 11 時ごろでした。外はものす
ごい雨と雷で、飼っていた犬が雷をこわがってあまりに鳴
くものだから、かわいそうになって玄関へ入れてあげたん
です。
それからしばらくたって、午前 1 時ごろだったか、何か
変な音がするものだから「何の音かな」と思って、ひょい
と玄関を見ると、ドアの下、戸のすき間から水がプチュプ
チュと入ってきていました。
「これは大変だ。戸をあけたら、水がダッーと家の中に入っ
てくるぞ」と思い、寝ていた家族 6 人をおこすと、犬をか

かえて、すぐ 2階へあがりま
した。そのころには、もう、
畳が床下からくる水の力で浮
きはじめていました。
結局、10 分たらずで、床

上 138センチまで水に浸かっ
てしまいました。1 階はほと
んど全滅で、パソコンやテレビ、エアコン、衣類や書類、
アルバムなど、すべてがだめになってしまいました。助け
ることができたのは犬だけでしたね。
パソコンに入れておいた年賀状の住所録が消えてしまっ

たのがすごく残念だったので、今は、大雨が降るたびに、
パソコンを 2階に持っていくんです。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

自宅の防災対策を
効果的に実施する良い
方法はありますか？

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 22回

平成 20 年 8月末豪雨（平成 20 年 8月）

イラスト：井塚 剛

一気にやってしまおうと
気負うより、
少しずつ実施することを
お勧めします。
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地震の際には、多くの方が倒れてきた家具の下敷
きになって、尊い命を失ったり、大ケガをした

りしました。日頃から家具の固定や配置の見直しで
「安全空間」を作っておきましょう。

●家具や家電は固定しましょう
家具の固定方法はいろいろありますが、正しいや

り方で行わなければ効果は期待できません。出来る
だけ作りつけにすることを検討しましょう。
また、テレビや電子レンジ、パソコンなどの電化

製品は、激しい揺れで飛んでくることがあります。
耐震固定ベルトや耐震マットを使いましょう。

●家具は倒れる向きを考えて配置しましょう
「大地震では、家具は必ず倒れるもの」と考えて、
万が一倒れてきても安全なように、家具の向きと配
置を確認しましょう。また、倒れた家具が避難経路
をふさぐことがないよう、併せて確認しましょう。

●家具の上や中身の物にも注意しましょう
家具本体だけでなく、家具の引き出しや扉、ガラ

ス部分も確認しましょう。収納物が飛び出して身体
に当たったり、避難経路に散乱して、ケガをする危
険があります。扉が開かないようにとめ金をつけた
り、ガラス飛散防止フィルムを貼るなどの対策をと
りましょう。
また、家具の上や高い位置に重い物を置かないよ

うにしましょう。
　

●家具部屋をつくりましょう
お子さんやお年寄りのいる部屋の安全を確認しま

しょう。寝室や子ども部屋など、家族が長時間を過
ごす部屋には、できるだけ家具を置かないようにす
るために、背の高い家具などを一部屋にまとめてお
くのも有効です。

●壁・床・天井にも気を配りましょう
壁に飾られた額やオブジェ、天井から吊り下げら

れた照明は、地震の際にどうなるでしょう。ガラス
の破片などが床一面に広がったりしませんか。照明
などは出来るだけ作りつけにし、スリッパやズック
靴などを使えるように置いておきましょう。

●生き残るため、死なないための努力を
『緊急地震速報』を見聞きしても、家の中に安全な
場所がなければどうしようもありません。また、逃
げようにも逃げられない状態を避けるためにも、安
全な避難経路が確保できるよう、日ごろからお部屋
の状況に応じた手立てを行いましょう。

チェックリスト
　 家具は倒れないよう固定されている

　 家電製品が落ちたり飛ばないよう対策して
ある

　 家具の上に危険なものを置いていない

　 ガラス付きの家具には、ガラス飛散防止
フィルムをはっている

　 寝る場所の近くに、倒れそうな家具はない

　 万が一、家具が倒れても部屋の出口はふさ
がれない

　 避難経路にコワレモノを飾っていない
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第 1 回 　あなたのお部屋は安全ですか？

やってみよう！ 
防災対策

〜お部屋の総点検で「安全空間」を
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半
田
商
業
高
校
で
は
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
本

格
的
な
防
災
活
動
を
開
始
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

企
画
に
協
力
し
て
、
過
去
に
周
辺
地
域
で
起

き
た
大
地
震
や
台
風
を
題
材
に
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
デ
ジ
タ

ル
防
災
紙
芝
居
」
の
製
作
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
だ
と
い
う
。
脚
本
の
元
と
な
る
デ
ー
タ
や
体
験
談
を

集
め
る
た
め
に
実
際
に
災
害
を
体
験
し
た
方
を
招
い
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
当
時
の
２
、３
年
生
全
員

が
聞
き
取
り
に
あ
た
る
な
ど
全
校
あ
げ
て
の
取
り
組
み

と
な
っ
た
。

「
防
災
活
動
を
一
年
で
完
結
さ
せ
て
し
ま
う
の
は

も
っ
た
い
な
い
」と
翌
２
０
１
０
年
度
か
ら
は
、こ
の「
デ

ジ
タ
ル
防
災
紙
芝
居
」
を
活
用
し
た
「
出
前
授
業
」
を

市
内
の
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。

教
頭
の
白
井
上
二
さ
ん
は
「
生
徒
達
の
道
徳
心
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
も
向
上
し
ま
す
」
と
話
す
。

改
善
を
重
ね
て
内
容
の
充
実
を
図
り
、
昨
年
度
か
ら

は
話
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
学
ん
だ
こ
と

を
記
入
で
き
る
小
学
生
用
の
「
防
災
こ
ど
も
ノ
ー
ト
」

も
導
入
し
て
い
る
。「
出
前
授
業
」
は

半
田
商
業
高
校
の
防
災
活
動
の
柱
と
し

て
す
っ
か
り
定
着
し
て
き
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
防
災
活
動

２
０
１
１
年
度
は
さ
ら
に
、「
半
商

生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」
を
合
言
葉
に
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
防
災
商
品

開
発
に
も
取
り
組
ん
だ
。

復
興
支
援
活
動
は
、「
半
商
ハ
ー
ト

ツ
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。「
復
興
支
援
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
地
元
の
農
園
か
ら
無
償
提
供

を
受
け
た
ハ
ー
ト
型
の
小
さ
な
実
が
な

る
低
木
「
ハ
ー
ト
ツ
リ
ー
」
の
鉢
植
え

を
販
売
し
、
売
上
げ
を
義
援
金
と
し
て

被
災
地
へ
送
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。
愛

知
県
立
常
滑
高
等
学
校
の
協
力
も
得

て
、
植
木
鉢
に
は
地
域
名
産
品
の
常
滑
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防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

商
業
高
校
だ
か
ら
で
き
る
防
災
教
育

愛
知
県
立
半
田
商
業
高
等
学
校
で
は
、
商
業
高
校
の
専
門
性
を
活
か
し
、「
商
業
」
と

「
防
災
」
の
連
携
に
よ
る
防
災
教
育
普
及
と
防
災
意
識
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第 11回

平成 23 年度の防災教育普及活動の様子。（左上から時計回りに）「ごんぱんだ」完成品、試食会で改善点を検討、「出
前授業」でアルミ製ブランケットの説明、イベントで「ハートツリー」を販売中にテレビ局のインタビューに対応





東日本大震災
復興支援の情報サイト

各ホームページに、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報が掲載されています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

義援金の受付手続きを案内しています。 
皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、 

被災者の方々へ届けられます。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成24年9月30日（日）まで

受付手続き
全国の銀行、信用金庫、郵便局から指定の口座に 

お振込み下さい。口座名義はいずれの銀行も 
「東日本大震災義援金政府窓口」です。

http://www.cao.go.jp/gienkin/

復興庁

復興庁は、復興に関する国の施策の企画、
調整及び実施、また、地方公共団体への一元的な

窓口と支援等を担う組織です。
ホームページでは、復興交付金制度や被災者支援

関連情報、また現地の取組や関連資料など、
下記の最新情報が入手できます。

所管事項・法令等基礎資料、復興特別区域法
復興交付金制度、復興推進委員会、復興推進会議

被災者支援関連情報、現地の取組、その他

http://www.reconstruction.go.jp/

復興アクション

「復興アクション」とは、風評に惑わされない、過度な自粛はやめる、節電を心がける
など、被災地のために、普段の暮らしの中で私達が出来る取り組みです。

様々な活動レポートや応援ツイートがご覧いただけるほか、復興アクションによる 
応援の輪を広げるためのバナーやロゴなどの応援ツールもダウンロードが可能です。

http://fukko.gov-online.go.jp/

「復旧・復興支援制度情報」のページ

国や地方公共団体が東日本大震災の復旧・復興のために整備している支援制度の検索サイトです。
様々な支援制度を横断的に検索し、条件にあったものをすばやく探すことができます。

県外避難している方からの相談にも、県名や市町村名から簡単に調べてご案内いただけます。

個人向け、事業者向け、それぞれの最新支援制度情報が確認でき、
フリーキーワード、支援の種類やカテゴリ選択による絞込みも可能です。

http://www.r-assistance.go.jp/
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